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観光地の景観を守ると共に、ゴミを捨てるという⾏為に新しい価値を⾒出すことでポイ捨ての防⽌を図る。
ここでは箱根⼤涌⾕を対象に、移動式ロボットを⽤いた楽しいポイ捨て対策の提案を⾏う。 
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１． 研究⽬的 

近年インバウンドの復活に伴い観光が盛んにな
っている中、ポイ捨てや分別不徹底などのマナー
問題を含めたオーバーツーリズム（観光公害）が多
発している。特にポイ捨てなどの景観を崩す様な
ゴミ問題は各地の観光地で増えている。そこで観
光地の景観を守ると共に、強要しない⾃然なポイ
捨ての防⽌を図る。 
 
２．研究動機 
2024 年 3 ⽉に⾏った箱根旅⾏で⼤涌⾕にゴミがた
くさん散乱していることに気がついた。⼤涌⾕の
景⾊を観に来ている観光客がいる中、このように
観光地が汚いことが残念だと思い、テーマを観光
地のゴミ対策にしようと考えた。（図１） 

 

図１.箱根⼤涌⾕に捨てられたゴミ 

 
３．調査内容 

１）⼤涌⾕を訪れる⼈はどんな⼈が多いのか 
主に観光客が多い。近年は団体の外国⼈観光客も
増えている。 
 ２）なぜゴミ箱が減っているのか 
・家庭ゴミの廃棄防⽌ 
・景観を良くするため 
・ゴミ箱の管理にコストがかかる 
 ３）訪⽇外国⼈旅⾏客が⽇本に来て困ったこと 
令和６年度観光庁が実施したアンケートによると、
訪⽇観光客が⽇本に来て困ったことの 1 位はゴミ
箱の少なさである。令和元年度に⽐べ令和５年度
はゴミ箱の少なさに困っている⼈が 6.7%増えて
いる。また、ゴミの分別⽅法がわかりにくいという
点も挙げられた。 
 ４）ゴミに対する意識の違い 
⽇本ではゴミは持ち帰るという⽂化が浸透してい
るが、海外では公共のゴミ箱が多く何処でも気軽
にゴミが捨てられる国が多い。またシンガポール
のようにポイ捨てに厳しい罰⾦をかせている国も
あれば、ゴミをゴミ箱に捨てることが徹底されて
いなく、ポイ捨てゴミが散乱している国もある。 
 ５）ナッジ理論とは 
⼈の意思決定を強制や指⽰ではなく、⾃然に⼈々
が良い選択をするよう促すこと。 
 ６）箱根⼤涌⾕の地形や環境について 

B134 大学コンソーシアム八王子第16回学生発表会



くろたまご館周辺やオブジェの周りは整備されて
いるため平坦になっている。標⾼が⾼いことから
強⾵が吹く⽇や霧に包まれる⽇も多い。 

 
４．コンセプトおよびアイデア展開 
強制することのない⾃然なポイ捨て対策にすると
いう観点から、ナッジ理論を⽤いた楽しいポイ捨
て対策にする。今回は箱根⼤涌⾕での導⼊を想定
したデザインにする。何ヶ所かに分けてゴミ箱を
設置すると回収に⼿間がかかり、コストもかかっ
てしまうため⽬⽴つデザインで分かりやすいもの
を１つ設置する。また、観光地に合わせたデザイン
にすることで観光客に興味を持ってもらえるので
はないかと考える。（図２） 

 

図 2.⼤涌⾕に合わせたデザインのイメージ 
⼤涌⾕にくる観光客は訪⽇外国⼈観光客も多いた
め、⽇本語が分からなくても簡単に使える様にす
る。⼤涌⾕の環境を踏まえ強⾵でゴミが⾶ばされ
ない様にする対策をする。 
 
５．現時点でのアイデア  
 「移動式ゴミ箱型ロボット」 
・移動：ゴミを回収し、ゴミが満タンになったら
⾃らポータルへ移動する。移動する際は障害物を
感知して停⽌・避ける様にして、事故を防ぐ。 
・コミュニケーション：挨拶やお辞儀などの簡単

なコミュニケーションができる。タッチパネルに
表情を表⽰させることでマスコットの様にする。 
・観光地に合わせたデザインのロボットにするこ
とで、観光客に興味を持ってもらえるようにする。 
・分別：燃える、燃えないを分かりやすくイラスト
で表⽰する。 
・ゴミの感知 
⾚外線センサーを使うことでゴミが満タンになっ
たことを感知できる。 
⼤涌⾕の気候を踏まえて耐候性のある素材を使う。
くろたまご館周辺の観光客が⼀番多く道が整備さ
れているエリアで運営する。 
⼤涌⾕の開園時間9:00-17:00 までの８時間運営す
る。 
・バッテリー 
閉園時間になるとポータルに戻り、⾃動で充電さ
れる。 
 
６．今後の展開 
ロボットの形についてアンケートをとり、細か

いディテールを決め、3D プリンターで模型の制作
をする。観光地で実際に運営する際のコストや⾛
⾏ルートの検討をする。バッテリーと稼働時間の
検討。実際のサイズ感の検証を⾏う。 
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